
新除草剤の実用化

田. 多 年生雑草 ・難防除雑草 にも効果の高い新除草剤

(農試技術部 県 南分場 )

1 .背 景 とね らい

現在の水稲除草剤 は幅広 い殺草力を有するものが多 く、 しかも
一 回の処理だけで除革

を済 ます ことができる除草剤 も多い。 しか し難防除雑草 (オモダカ
・クログワイ ・シズ

イ等 )に 対す る効果は不十分で、難防除雑革にも効果が高 くしかも多年生雑草 に対 して

も今 まで以上 に効果の高い除草剤が要望されている。ベ ンスルフロンメチル混合剤は
一

年生雑革 はもちろん難 防除雑車 を含むほ とんどすべての多年生雑草 に卓効 を示 し、 しか

も水稲 に対 しても安全性 が高い極めて有望な剤であるので参考 に供する。

2 .技 術内容

1 )ジ メ ピペ レー ト ・ベ ンスルフロンメチル粒剤

商品名 :プ ツシユ粒剤 2 5  試 験名 : D P X - 8 4 M 粒 剤  成  分 : .ジメビペ レー

ト1 0 . 0 %  ベ ンスル フロンメチル0 . 2 5 %   毒 性 .魚 毒性 :普 通物  B類

( 1 )除 革剤 の特性

ジメ ピペ レー トはチオールカーバメー ト系の ノピエに卓効 を示す除草剤で根部 ・

基部 ・茎葉部 か ら吸収 され、生長点の細胞分裂阻害 、タンバ ク質生合成阻害 によ り

枯草作用 を示す。ベ ンスルフロンメチルはスルホエル ウレア系の ノピエ以外の雑草

に優れた効果 を示す除草剤で、根部 ・基部 ・茎業部から吸収され、細胞分裂阻害 に

よ り枯死 にいた らしめるもので効果の発現は遅効的である。両剤 を混合す ることに

よ り、一年生雑草 はもちろん難防除雑草 を含むほ とんどすべての雑草 に卓効 を示 し、

また表土幸け離 .藻 類 の発生前の処理であればこれ らにも効果が高い。

( 2 )使 用方法

ノビエの残効がやや短 いので、難防除雑草 を含む多年生雑草防除 を対象 として、

移植前後の初期剤 との体系使用 とし、移植後 1 5～ 2 0日 、ノピエ 1 . 5葉期 までに

湛水の まま均一 に散布する。 ミズガヤツ リ多発日では所定の使用時期の範 囲内でな

るべ く早 く、逆 にオモ ダカ ・クログヮイ ・シズイに対 しては遅 く散布する。

2 )ベ ンスル フロンメチル ・ベ ンチオカープ粒剤

商品名 :ウ ル フ粒剤 2 5   試 験名 : D P X - 8 4 A 粒 剤   成  分 :ベ ンスル フロン

メチル0 . 2 5 %  ベ ンチオカープ7 . 0 %   毒 性 .魚 毒性 :普通物  B類

( 1 ) 除 草剤の特性

ベ ンチオカープはカーバメイ ト系 に属するノビエに卓効 を示す除草剤で、根部 .
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幼芽部 .茎 葉部 な どか ら吸収され、生長点 に作用 し、オーキシン活性阻害 とタンバ

ク質生合成阻害 によ り枯死 にいたらしめるものである。これにベ ンスル フロンメチ

ル を混合す ることによ り、一年生雑革はもちろん、難防除雑草 を含むほ とん どすべ

ての雑草 に卓効 を示 し、また表土剣離.藻 類発生前であればこれ らにも効果が高い。

( 2 ) 使 用 方法―――ジメ ピペ レー ト ・ベ ンスル フロンメチル粒剤 と同様である。

3 ) ベ ンスル フロンメチル ・メフェナセ ッ ト粒剤

商 品名 :ザ ーク粒剤 2 5   試 験名 : D P X - 8 4 T 粒 剤  成  分 : ベ ンスルフロン

メチル 0 . 2 5 %  メ フェナセ ッ ト4 . 0 %   毒 性.魚 毒性 :普通物  B 類

( 1 ) 除 草剤 の特性

ベ ンスル フロンメチル とメフェナセ ッ トを混合することによ り、一年生雑草はも

ちろん、難防除雑草 を含めたほ とん どの雑草 に卓効 を示 し、 しかも効果の持続 も長

く、中 ・後期剤 をはぶ くことができる。 また表土剣離 .藻 類発生前であれば、これ

らにも効果 が高 い。

( 2 ) 使 用 方法

移植後 1 0 ～ 1 5 日 、ノピエ 2 . 5 葉期 までに湛水のまま均― に散布す る。 ミズガ

ヤツ リ多発田では所定の使用時期の範囲内でなるべ く早 く、逆 にオモダカ、クログ

ヮイ、シズイに対 してはなるべ く遅 く散布する。漏水の少ない水田では中
・後期の

除車剤 はほ とん ど必要 ない。

3 . 指 導上 の留意事項

1 ) プ ッシュ粒剤 ・ウル フ粒剤は ノピエ 1 . 5 葉期 まで、ザ
ーク粒剤 はノピエ 2 . 5 葉期 ま

で、その他 の雑革 については 3剤 とも同様で、ホ タル イ
・ミズガヤツ リ ・ウ リカワ 2

葉期 、 クログワイ発生期、オモダカ
・ヒルムシロ発生盛期、セ リ増殖期 、シズイ車丈

3  c m 、アオ ミ ドロ ・表土剥雄は発生始期 までが散布適期 である。

2 ) プ ッシュ粒剤 はほ とん ど薬害の発生は見 られないが、漏水田や極端な浅植 ギ浮き苗

の多 い水 田では使用 しない方が良い。

3 ) ウ ル フ粒剤 は砂質土壊、漏水日、極端な浅植や浮き苗の多い水 田では使用 をさける。

4 ) ザ ー ク粒剤 は極瑞 な浅植や浮
`き
首の多い水田、及び砂質上壊や漏水日、軟弱な首 を

移植 した水 日では生育抑制の薬害が強 く出ることがあるので使用 しない。

5 ) 3 剤 とも表土剣離 ,藻 類にも効果が高 く、表土剣離発生前の処理の場合 には 1 0 日

程度 の抑制期 間があるが、表土剣離発生後の処理では効果劣る。

6 ) 3 剤 ともクログワイにも効果高いが、クログワイは発生期間が長 く、遅 い発生のも

の までは十分 な効果 を示 さないので必要に応 じて後期剤 との組み合わせ も考慮する。
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